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中学校教科書にみる樹木名
川上涼可*・鈴木貢次郎**・濱野周泰**
（平成 25 年 8 月 19 日受付/平成 25 年 12 月 6 日受理）
要約：日本の中学校の教育課程は，国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術・家庭及び外国
語の各教科，道徳，総合的な学習の時間ならびに特別活動（計 12 教科）によって編成されている。樹木は，
食料や建築材・家具，観賞に利用されるだけでなく，文学や短歌，俳句，詩でうたわれたり，音楽でも歌わ
れたりする。また社会の歴史や地理を学ぶ上でも樹木名が多く関わる。技術・家庭でも木工作や栽培，料理
等の内容で必要となる。本報では，中学生が学ぶ樹木名を調べるために，国語，社会，理科，音楽，技術・
家庭の教科書から樹木名を抽出し，その種数や頻度の分析を行った。その結果，裸子植物ではマツ，スギ，
イチョウ，被子植物の離弁花ではミカン，サクラ，リンゴ，ブドウ，ウメ，チャノキ，バラ，ヤナギ，モモ，
合弁花では，カキノキ，コーヒーノキ，単子葉植物では，タケ，ササ，バナナが多く記述されていた。樹木
名が多くみられる教科は国語であり，続いて社会（地理）であった。理科は社会（地理）よりも若干少ない
樹木名数であった。続いて音楽，家庭となり，技術と歴史はほぼ同じ樹木名数であった。これらの結果は，
理科で生物学として学ぶ樹木やその捉え方だけでは不十分な内容についても，他の教科書に記述されている
樹木を学ぶことで，樹木への関心や教科間の連携を高められることが示唆された。またマツに対するクロマ
ツやアカマツ等，これらの樹木名の表記の違い，分類学上のランクの不統一がみられ，その学習の必要性が
問われた。
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1．　目　　　的
　中学校の教育課程は，国語，社会，数学，理科，音楽，
美術，保健体育，技術・家庭，及び外国語の各教科，道徳，
総合的な学習の時間，特別活動によって編成されている1）。
この中，理科には環境問題に結びつく内容が多い。環境教
育あるいは自然教育は，理科に限られるかのような印象が
強い。しかし文学や俳句等を学ぶ国語，及び音楽などの分
野にも必要とされる2, 3）。例えば，蜩にまつわる短歌をうた
おうとしてもその鳴き声すら聞いたことがない世代もある
という4）。自然科学と社会（生活）が乖離している状況と
もいえる。国内外を問わず，自然科学と社会科学との融合
を目的とする学会が，多く設立されてきたこともその一端
と思われる。
　このような問題に対し，教育課程では「総合的な学習の
時間」などをあててきた。「総合的な学習の時間」の「学
習活動については」で，「学校の実態に応じて，例えば国
際理解，情報，環境，福祉・健康などの横断的・総合的な
課題についての学習活動，生徒の興味・関心に基づく課題
についての学習活動，地域や学校の特色に応じた課題につ
いての学習活動，職業や自己の将来に関する学習活動など
を行うこと」となっている1）。
　植物を知ることは，理科（生物学）の他，衣，食，住の
生活や文学，詩，短歌，俳句，音楽等も含む文化の修得の
ために必要不可欠なものである。生活の基本となることが
多く，中学校で学ぶ教材の一つとして極めて重要となる。
特に植物は多くの分野で必要とされるので，「総合的な学
習の時間」でも掲げられているようにそれぞれの教科を横
断的にみることができる重要な教材である。
　また造園学上，公園や小・中学校の校庭等の設計の際，
教材として教科書にあげられている植物を把握しておく必
要がある。
　中でも，樹木は永年性があり，教育関係の場では記念樹
になったりし，印象度が高い。また草本に比べて園芸種や
変種，品種が少ないので，種の整理の混乱が少なくなる。
　そこで，本報では中学校の国語，社会（地理と歴史），
理科，音楽，技術・家庭の教科書に記述されている樹木名
を把握するために，それらの教科書から樹木名を抽出し，
分析した。
2．　方　　　法
　樹木が関わる科目としては，生物学関係の章がある理科
が代表的である。その理科に加えて，国語，社会（地理・
歴史），音楽，技術・家庭の教科書にあげられている樹木
名を調べた。調査した教科書を表 1 に示す。本報では一般
社団法人教科書協会5） に示されている教科書一覧のうち，
理科は 5 社のうち 4 社，国語は 5 社のうち 3 社（但し国語
の 1 社から教科書とその資料編），社会（地理）は 4 社の
*
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うち 2 社，社会（歴史）は 7 社のうち 3 社，技術は 3 社の
うち 2 社，家庭は全社（3 社），音楽は全社（2 社）の教科
書を調べた。
表 2　中学校教科書に表記されている樹木名とその違い（裸子植物の降順）
表中のアルファベットは表 1の凡例による．
理科 国語 社会 技術・家庭 音楽 計
科・種名 1年 2年 3年 1年 2年 3年 地理1-3年 歴史1-3年 技術 家庭 1年 2・3年上2・3年下
マツ（松） K,O,D,T及びP(アカマツ）
K,K及び
O(クロマ
ツ）
K,O,T S,Sr,M
S（松，タイマ
ツ）,T,M，
Sr(松原，日
向松）
M,S，Sr T T，I (クロマツ） C(パイン）
Y（パイ
ン），Ｃ G
G,O（千
代の松） 12
スギ K,T,O,D T S,Sr,M（杉板）
M,S,T
（杉並
木）
T（縄文す
ぎ）, E（吉野
すぎと北山
すぎ）
I, T及び
E(縄文杉）
T, C（秋田
杉） O 8
イチョウ K,T,O,D O,D Sr,M T,S,Sr（公孫樹） T G 6
モミ M S,M T C（ファー，モミの1種） 4
ヒノキ
T（木曽ひの
き）, E（尾鷲
ひのき）
T T,C T 4
セコイヤ K，K及びO（メタセコイア） K E 3
カラマツ M,S,Sr，T T 2
K,T,D及びO
（ソテツ）
K（カイ
ズカイブ
キ）
M（イチイ） M（マキ） T（青森ヒバ）
C（スプルー
ス，トウヒ）
O(ヒマラヤス
ギ）
K（ハイマツ）
D(ソーストレッ
ドウッド）
計 8 2 4 4 4 4 6 3 5 4 0 3 1
1教科書
1種の記
載種
　教科書に記載されている樹木名とは，言葉として記述さ
れている場合とした。したがって，写真が掲載され，これ
を解説する言葉についても調査対象とした。ひらがな，カ
タカナ，漢字の表記のいずれも対象とした。国語は，巻末
にある常用漢字表を調査対象ページから除外した。単子葉
植物も含めて調べた。木本のツル植物も対象とした。樹木
の分類は，基本は「日本の野生植物」6） に従い，未掲載種
については「牧野新日本植物図鑑」7） や園芸植物大辞典 8）
で補った。　
3．　結　　　果
　⑴　樹木名の表記
　調べた各教科，各学年の中学校教科書の樹木名について，
裸子植物（表 2），被子植物離弁花（表 3，4），被子植物合
弁花（表 5），単子葉植物（表 6）の別に示す。
　裸子植物では，表 2 に示すように，マツであっても理科
では，より具体的な種名のアカマツやクロマツと記述され
ていた。一方，技術及び家庭ではパイン，音楽では「千代
の松」と記述されていた。スギでは縄文杉や秋田杉，ヒノ
キでは木曽ひのき，ヒバでも青森ヒバなど，地域固有の樹
木名で記述されていた。またモミについては技術でファー
（モミの一種）と記述されていた。
　被子植物離弁花では，表 3 に示すようにミカンでは，み
かん畑，いよかん，かんきつ類等があった。サクラでは，
桜月夜，桜木，千本桜などがある一方，その種名のヤマザ
クラやソメイヨシノ，ヤエザクラ等の園芸種（雑種）名が
あった。
　リンゴではアップル，ブドウではマスカットや甲斐路な
表 1　調査対象の中学校教科書（いずれも 2012 年度版）
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表 3　中学校教科書に表記されている樹木名とその違い，被子植物離弁花の降順（3 教科書の掲載まで）.
注：サクラとその種，園芸種，雑種は近縁として列記した．
T*（カンキツ類，ユズ，ブンタン，キンカン，スダチ，カボス，オレンジ），Y* 及び C*（うんしゅうみかん），E*（甲斐路，
ピオーネ，マスコット），K* ピンクゲレープフルーツ，その他社会（歴史）には「ドングリ」の表記有り．M*（オオモミジ，
ヤマモミジ）．
表中のアルファベットは表 1の凡例による．
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表 4　中学校教科書に表記されている樹木名とその違い，被子植物離弁花の 2 または 1 教科書に見られる種
注　最下列の数値は， 被子植物離弁花の総種数．
表中のアルファベットは表 1の凡例による．
表 5　中学校教科書に表記されている樹木名とその違い，被子植物合弁花の降順
K*（エゾツツジ，ミヤマキリシマ，コバノミツバツツジ，サツキ），Y*（柿の葉ずし），E*（コーヒ，コーヒーの木）．
表中のアルファベットは表 1の凡例による．
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どの品種名，チャノキでは，茶，お茶，紅茶の他，牧之原
茶などの地域の特産としての記述があった。
　ウメではコウバイ，ヤナギでは柳行李，青柳，カエデで
は紅葉狩り，コナラではナラ，ホオノキではホオバ，朴葉
みそ，マングローブではヤエヤマヒルギ等がみられた。ま
たウノハナのように，植物学的にはウツギであるが，日本
の伝統的な樹木名によることもあった。
　被子植物合弁花では，表 5 に示すように，カキノキに対
する干柿，コーヒーノキに対するコーヒー等，樹木名とい
うよりも食品の範疇に捉えられる場合もあった。ツツジに
対するエゾツツジ，ミヤマキリシマ，コバノミツバツツジ
等の詳しい種名もあった。またギンモクセイに対するキン
モクセイが記述されていた。おそらくサルナシを示してい
ると思われるカズラなどもみられた。
　単子葉植物では，表 6 に示すように，タケに対する真竹，
竹，孟宗竹，ササに対するクマザサや笹船，ヤシに対する
椰子の実，ココヤシ，ナツメヤシ，ナツメヤシの木という
記述がみられた。
　⑵　教科間，学年間の樹木名数の比較
　前述のように，樹木名の記述の分類階級や表記が，教科
書によって異なっていた。それは時に属名で記されたり，
種名や品種名，園芸種（雑種名）で記されたりした。表 2
～6 では，これの樹木名の表記をなるべく属名レベルでま
とめた。その結果から，全教科合計で樹木名数の多いのは，
裸子植物ではマツ，スギ，イチョウ（表 2），被子植物（離
弁花）ではミカン，サクラ（ヤマザクラ，セイヨウミザク
ラ，ソメイヨシノ，ヤエザクラを除く），リンゴ，ブドウ，
ウメ，チャノキ，バラ，ヤナギ，モモ（表 3），被子植物（合
弁花）では，カキノキ，コーヒーノキ（表 5），単子葉植
物では，タケ，ササ，バナナ（表 6）であった。
　それぞれの樹木名の計を，教科別に集計したものが表 7
である。但し，理科，国語，音楽は学年ごとに教科書が分
けられているので学年ごとについてもみた。調査対象の教
科書の種類数（出版社数）が教科間によって異なるので，
樹木名数の合計を調査した出版社数で割り，1 出版社あた
りの樹木名数の平均値を求めた。
　その結果，3 年間の合計でみると国語が最も多く（39 種），
続いて社会の地理（23 種）となった。社会の地理より若
干少なく理科となった。続いて音楽，家庭，技術となり，技
術より若干少なく社会の歴史となった。
　⑶　各教科の傾向
　調査した各教科の具体的な結果は，次の通りである。
表 7　各学年，各教科の樹木名数
平均* = 樹木の種数の計 /調査した教科書出版種数．
理科 国語 社会 技術・家庭 音楽
1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計 地理（1～3年）
歴史
（1～3年） 技術 家庭 1 2・3上 2・3下 計
裸子植物 8 2 4 14 4 4 4 12 6 3 5 4 0 3 1 4
被子植物（離弁花） 23 8 17 48 41 44 36 121 32 21 10 24 3 6 9 18
被子植物（合弁花） 6 2 3 11 3 6 5 14 4 0 2 4 1 2 1 4
単子葉植物 2 2 2 6 3 5 2 10 4 2 2 3 0 1 1 2
計 39 14 26 79 51 59 47 157 46 26 19 35 4 12 12 28
平均* 9.8 3.5 6.5 19.8 12.8 14.8 11.8 39.3 23.0 8.7 9.5 11.7 2.0 6.0 6.0 14.0
表 6　中学校教科書に表記されている樹木とその表記の違い，単子葉植物の降順
M*: ささ竹，竹，若竹色，O*（真竹，竹，孟宗竹），T*（ナツメヤシ，アブラヤシ），E*（ナツメヤシの木），T# 及び C#（タ
ケノコ），K*（モウソウチク）．
表中のアルファベットは表 1の凡例による．
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　a）　理科
　表 7 に示すように，3 年間で裸子植物は 14 種，被子植
物双子葉植物（離弁花）は 48 種，合弁花は 11 種，単子葉
植物は 6 種あげられた。
　理科の教科書に載っている樹木名数は，学ぶ単元によっ
て大きく異なった。教科書によっては，巻末に地域資料集
「わたしたちの地域の自然」9） として，日本で育つ植物を地
域ごとに紹介しているものもある。また「凸レンズによっ
て見える像の観察」9） 等，樹木の写真が，生物分野以外の
単元でも多く使われていた。
　学年別にみると，1 年生で最も多くの樹木名が記載されて
いた。これは 1 年生にある「植物の生活と種類」7） で，植物
の形態や分類などを学ぶためである。この単元は植物の名
称が載っているだけでなく，観察方法の解説も多く，生徒
が実際に植物と触れ合うことができるようになっていた9）。
　2 年生の生命に関する単元では，主に人体について学ぶ。
そのため，樹木を扱う専門的な単元は少なく，教科書に記
載されている樹木名も 3 年間の中で最も少なかった。また，
2 年次の地球の単元では「気象とその変化」1） について学ぶ。
その中で，「収穫前に強風で落下したリンゴ」10） のように，
自然災害と植物を関連させて記載している場合もあった。
「ひろがる世界　原子・分子の世界」のように，植物を扱
う単元ではないが，身近な情景として植物の写真が記載さ
れている単元もあった10）。
　3 年生では「生命の連続性」1） の中で，生物の成長と殖え
方，遺伝現象を扱っていた。1 年生の単元である「植物の
生活と種類」と違い，植物の形態ではなく，主に遺伝などの
生殖について学ぶ。その結果，1 年生の教科書より記述さ
れている樹木名は少なかった。内容が専門的になるため，
写真に比べてモデル図やそれに関わる説明が多く記載され
ていた。
　3 年生では，1 分野と 2 分野の共通の「自然と人間」1） と
いう単元もある。この単元では自然環境の保全と科学技術
の利用として樹木を扱っている。例えば，「外来種」や「里
山」等11） の図，写真が載っていた。この単元にはまた「水
質汚濁と赤潮・アオコ」，「大気汚染と酸性雨・光化学スモッ
グ」，「生物濃縮」等がある。理科の中での異なる単元の関
連付けや，他教科（社会等）との関連付けがみられた。
　b）　国語
　表 7 に示すように，3 年間で，裸子植物は 12 種，被子
植物双子葉植物（離弁花）は 121 種，合弁花は 14 種，単
子葉植物は 10 種あげられた。
　国語の教科書に載っている樹木名は，サクラ，モミジ等
のように，物語や詩，短歌，俳句などで季節や情景を想像
できるようなものが多かった。例えば，短歌では「桜ばな
いのち一ぱいに咲くからに生命をかけてわが眺めたり　岡
本かの子」12） 等がある。またミカン，カキ，リンゴ等の果
物やチャノキなどの食用も多く載っていた。
　言葉で樹木を表現しなくても，「言葉の感覚を磨く」の
中表紙で樹木の写真を載せるように13），挿絵や写真で樹木
が表現されていることが多かった。また森鴎外の高瀬舟の
シーンでヤナギの絵を挿入するなど13），文中で情景を想像
できるように樹木が描かれていることもあった。
　表 4，表 6 に示すクーラ・エデュリス（ボロボロノキ科），
パンダ（タコノキ科）のように，時に国内ではあまり知ら
れていない樹木名も記述されていた。
　c）　社会（地理，歴史）
　表 7 に示すように，地理は，3 年間で，裸子植物は 6 種，
被子植物双子葉植物（離弁花）は 32 種，合弁花は 4 種，
単子葉植物は 4 種あげられた。また歴史は，裸子植物 3 種，
被子植物双子葉植物（離弁花）は 21 種，合弁花は無し，
単子葉植物は 2 種あげられた。
　地理は「世界の様々な地域」と「日本の様々な地域」と
に大きく分けられていた1）。その結果，日本の地域ごとの
作物や食べ物の他に（チャ，秋田杉等），ヤシ，ナツメヤ
シ等，世界の国々の気候に合わせた特産物の樹木名も多
かった。そのため，国内（特に本州以北）では，日常観察
できない樹木もあった。その際，日常観察しない樹木の写
真やそれらを食べている人々の写真が多くあり，理解しや
すいように工夫されていた。
　秋田すぎ，木曽ひのき14） のように，日本の地域ごとの特
徴的な樹木から気候について学ぶようにもなっていた。樹
木を通して地理的な内容の理解を深めることが可能になっ
ていた。
　歴史の教科書では，くるみ，どんぐり15） のように昔の農
業で収穫していた作物や貴族の食事，歴史上の出来事に関
連した樹木名が記載されていた。これらは写真や挿絵とし
ても記載され，現代の状況と比べることも可能となるよう
になっていた。
　また，例えば地理で「屋久島のエコツーリズム」14） のよ
うに，理科と同じように，身近な樹木と生活とが関連して
記載されていることもあった。
　d）　技術・家庭
　表 7 に示すように，3 年間で，裸子植物は技術で 5 種，
家庭で 4 種，被子植物双子葉植物（離弁花）は技術で 10 種，
家庭で 24 種，合弁花は技術で 2 種，家庭で 4 種，単子葉
植物は技術で 2 種，家庭で 3 種みられた。
　技術及び家庭では実際に木材として樹木を使用している
内容や，「植物を育てる」等によって身近に樹木を感じら
れるようにしてあった。
　技術の教科書では，木材について学ぶため，スギ，ヒノ
キ，ケヤキ等の樹木が記載されていた16）。また，栽培につ
いての単元では草本を多く扱っており（本報では調査対象
としていない），育てる時期や栽培方法が詳しく記載され
ていた16）。
　家庭の教科書では，リンゴやチャ，ササ等の食べ物が多
く記載されていた。調理実習や季節の行事に合わせた食べ
物，郷土料理等を扱っていた。その際，材料に樹木が含ま
れていることを記し，食材や自然の大切さに関心を持たせ
る食育を兼ねていた17）。
　e）　音楽
　表 7 に示すように，3 年間で，裸子植物は 4 種，被子植
物双子葉植物（離弁花）は 18 種，合弁花は 4 種，単子葉
植物は 2 種あげられていた。
241中学校教科書にみる樹木名
　音楽の教科書に載っている樹木名数は理科に続く数で
あった。ただし，今回対象としていない草本が多いようで
ある。また，挿絵として植物画が載っているものもあった。
各学年によって載っている樹木名に違いがあるが，シャク
ナゲ，サクラ，マツが多くみられた。これらも含めて総称
で載っている樹木名が多かった。
4．　考　　　察
　⑴　全教科に記述されている樹木名
　理科における生物関係の科目だけでなく，国語や音楽に
おける文学や詩歌，あるいは社会における地理や歴史など，
樹木名が記述されている時，実物を観察しながら学ぶこと
は学習効果が大きい。身近の校内に，観察できる樹木が生
育していることが重要となる。少なくとも表 2～6 にあげ
たマツ，スギ，イチョウ，ミカン，サクラ，リンゴ，ブドウ，
ウメ，チャノキ，バラ，ヤナギ，モモ，カキノキ，タケ，
ササ等は，校庭に植栽されていること，もしくは近隣の公
園等に植栽されていることなどが望まれる。また，国内で
の生育が難しい種（コーヒーノキやバナナ，クーラ・エデュ
リス，パンダ）などは，その詳しい解説も望まれる。多く
記述されていなくても，珍しい樹木としての植栽も望まれ
る。同科あるいは同属の近縁の樹木の植栽も重要である。
　⑵　教科間の樹木名数
　今回調べた中学校の開講科目の理科，国語，社会（地理・
歴史），技術・家庭，音楽の中，最も樹木名の多い教科は
国語であった（各学年，1 出版社あたり 11～14 種）。次い
で社会の地理となり若干少なくて理科となった。続いて音
楽，家庭，技術，歴史と続き，これらは 3 年間で 1 出版社
当たり 10 種内外はあげられていた。
　理科に比べて国語が多くなったのは，今回は樹木しか調
べていない（草本を調べていない）ことも考えられる。今
後，草本についても調べ，本報の結果と比較する必要があ
る。いずれにしても樹木名を学習することは理科の生物分
野だけでの課題ではない。理科以外の教科で樹木名が多
かったことから，人の生活と樹木との関わりを学習する機
会が重要となる。また樹木名を学習することは，教科間の
連携を図る役割もある。理科で扱う樹木やその捉え方だけ
では不十分な内容についても，他の教科書に記載されてい
る樹木名を活用することで，教科間の内容の連携をすすめ
られる。樹木名を学習し，教科間の連携を図りながら，伝
統や文化を学ぶ絶好の機会である。
　⑶　樹木名の表記
　様々な教科書に上げられる樹木は，教科によって分類階
級，あるいは表記が異なっていた。例えばマツ，セコイヤ，
シイ，サクラ，タケ，スギ，リンゴ，ブドウ等があげられ
ていた。それぞれ，マツにはクロマツ，アカマツ，セコイ
ヤにはメタセコイア，シイにはツブラジイ，サクラにはソ
メイヨシノやヤマザクラ等の種が含まれる。秋田スギ等の
地方特産の樹木（郷土植物）等もあげられていた。ヨウナ
シとセイヨウナシ，キウイとキウイフルーツ等，同じ種を
示すと思われるが，表現が少しづつ異なる例もみられた。
また合歓（植物図鑑ではネムノキ），トチ（植物図鑑では
トチノキ）等もあった。その他，櫻月夜や柿の葉ずし，干
し柿，紅葉狩り，笹船など，樹木そのものではないが，樹
木名に関わる食べ物や文化に由来する表記もみられた。こ
れらの種名と属名の違い，種と品種の違い等の分類的な意
味を学習できる機会が必要とされる。
　同様に，理科では「外来種」の問題があげられていたが，
技術では，この外来種が木材として多く取り扱われていた。
これらの樹木の関係や違いなども学習すると効果的である
と思われる。外国産で実物の観察が困難な樹木であれば，
同科の種（近縁の種）を記すこと等も重要である。現在の
ところ，これらの樹木名の表記に関連する学習は，理科の
「生命，植物のくらしとなかま」の単元で学習する。今後，
生物学としての樹木名と，その他の要因によって付けられ
てきた樹木名との関係などを学習する場も必要とされる。
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Tree Names seen in Junior High School
Textbooks in Japan
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Summary：The Junior High School Curriculum in Japan consists of twelve subjects, which are Language, 
Mathematics, Science, Social studies, Music, Art, Health and Physical Education, Technology and Home 
Economics, Foreign Languages, Moral education, Period for Integrated and Interdisciplinary Studies, and 
Special activities.  In our lives, plants have a wide variety of uses, ranging from food to architecture.  The 
names of plants can also be observed in songs, poems, and haikus (Japanese verse of seventeen syllables, 
in 5-7-5 syllabic form).   The knowledge of plants  is  important for the  learning of Social studies such as       
geography and history, Fine Arts such as paintings and sculpture, and Technology and Home Economics.  
We picked out and analysed the tree names found in Junior High School textbooks to figure out the tree 
names that Junior High School students ordinarily learn.  The most common tree names seen in Junior 
High School  textbooks were Pine, Cryptomeria  (Japanese ceder), Ginkgo, Orange, Cherry blossomes, 
Apple  tree, Vine and Ume.   The school  textbooks containing the  largest number of  tree names were 
Language  textbooks,  followed by  the  textbooks of Social  studies  (geography), Science, Music, Home     
Economics, Technology and Social  studies  (history).   These results  recommend having relationships       
between Science and other subject’s  textbooks to study trees  including culture or customs.   The tree 
names were described  in several ways,  e.g.,  in  terms of genus,  species,  or  local names,  i.e. different       
between pine or Pinus thunbergi.   We need such a course to study the difference between genus and 
species, hybrids and local names.
Key words：A school textbook, Language, Junior High School, Science, Social studies, Tree name
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